






multiplexer），光クロスコネクト等において挿入損失の大きい

受動部品が使用される例が多い。これら受動部品の挿入損失を

各チャネル単位で補償可能なEDFAがあればシステム設計の自

由度が増え，かつ安価なシステムを構築可能となる。こうした

ニーズに応えて開発されたのが名刺型サイズの超小型ゲインモ
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